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≪平成３０年度事業報告≫ 

公益財団法人 㓛農支援会 

 

Ⅰ 基本方針 

   

 近年、日本では農業者人口が減少しつつあり農業は衰退の一途をたどっている。新規で農

業を始める人は少なく農業者の高齢化・後継者不足が進み日本の食料自給率もカロリーベー

スで 40％を切っている。農業で成功するためには栽培力・販売力・経営力がなくてはなら

ず、これから農業を始める人にとっては一般的な知識のみでは農業を行うことは困難であ

り、さらに農業を続けていくことは至難の業である。 

そこで当財団は、農業の担い手となる人材の育成・確保並びに就農活動、農業活動に対す

る支援を通じて、農業に関するノウハウと経営手法を伝授し農業の振興と健全な発展に寄与

するため、農業研修事業として、新規就農者に対する勉強会や実践研修を通して次世代型農

業経営者を育成支援していくことを目的とした新規就農者向け研修プログラムを実施した。

また、当財団の資金力を生かし、農業研修を受講している間の研修生への生活支援をするた

めの研修助成金の給付を行った。 

尚、平成３０年度における研修生の募集活動については、前年度に引き続き新・農業人フ

ェアへの出展や行政機関との連携、㓛農支援会農業塾を開催。当財団の研修内容を紹介し、

全国から研修生の確保に努めたが、有効求人倍率の増加による新規就農希望者が減少する中

で、地方自治体の人口減対策による住居・農地斡旋による農業就農支援施策等を受け、新規

研修生は４名となった。 

また、早期に成り立つ独立就農を支援するため、ＡＩで潅水施肥を管理できる土耕液栽培

設備を導入し、研修設備の充実を図った。  

 

 

Ⅱ 公益目的事業 

 

 １．農業研修事業 

 次世代型農業経営者育成のため、就農希望の研修生を募集し、下記のとおり研修プログラ

ムを実施した。 

 

（１） 研修生の募集 

①募集期間 

   第１期生：平成３０年４月～平成３０年８月   

   第２期生：平成３１年１月～平成３１年３月 

   →募集活動：２６回、面談：２１名、体験研修受入：５名 
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②募集定員：１０名程度 

（ア）基礎研修コース         ８名 

   →平成３０年 ４月 ２名研修開始（トマト） 

          ５月 １名研修開始（切り花） 

         １０月 １名研修開始（トマト） 

 

（イ）経営者育成研修コース  ２名 

   →平成３０年１１月 ２名コース変更（トマト）。 

内１名は法人就職のため、平成３１年２月研修修了 

 

③募集方法 

下記の方法により、当財団募集要項に沿って全国的に研修生を募集した。 

 （ア）当財団ホームページにて公募 

   →ホームページからの問合せ：５名 

 

（イ）就農セミナーは開催取りやめ 

 

（ウ）㓛農支援会 農業塾を開催 参加者：４５名 

 ・平成３０年１０月１０日（水） 第一回開催  

    →テーマ:「都市農業と６次産業化」 

     講 師：有限会社コスモファーム 代表取締役 中村敏樹氏 

     参加者：２６名 

   ・平成３０年１０月２４日（水） 第二回開催  

    →テーマ:「先輩農業者から学ぶ「農業の多様性」」 

      講 師：有限会社なかじま園 代表取締役 中嶌正子氏 

      参加者：１９名 

 

（エ）新・農業人フェアに出展 面談：１５名 

   ・平成３０年１２月２２日（土） 

新・農業人フェア大阪（大阪マーチャンダイズ・マート）出展  

面談：９名 

   ・平成３１年１月２６日（土）  

新・農業人フェア東京（池袋サンシャインシティ）出展  

面談：６名 
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（オ）農業改良普及課、農政課、農業大学校等を訪問 見学面談：１名 

     ・平成３０年４月１９日（木） 田原市役所 産業振興部 農政課、 

企画部 人口増企画室、総務部 人事課 訪問 

・     ５月１８日（金） 東三河農林水産事務所 田原農業改良普及課、 

               農業改良普及課 訪問 

     ・     ５月２５日（金） 田原市役所 産業振興部 営農支援課 訪問 

     ・     ６月１２日（火） 愛知県立農業大学校 訪問 

     ・平成３１年１月２９日（火） 愛知県農林水産部 農業経営課 訪問 

 

（２）研修生の選考 

  研修生を募集し、基礎研修コースに４名の応募があり面接を行った。選考の結果、

基礎研修コースで３名研修生を採用した。また、基礎研修コースを修了し、２名が経営

者育研修コースにコース変更した。 

 ①基礎研修コース 

 ・平成３０年４月１３日（金） 研修候補者面接・選考（トマト） 

    ・平成３０年５月 ７日（月） 研修候補者面接・選考（トマト） 

 ・平成３０年５月１８日（金） 研修候補者面接・選考（切り花） 

    ・平成３０年８月３１日（金） 研修候補者面接・選考（トマト） 

   ②経営者育成研修コース 

 ・平成３０年１１月１５日（木） 研修候補者選考（トマト） 

 ・平成３０年１１月２０日（火） 研修候補者選考（トマト） 

 

 （３）研修内容 

①基礎研修コース（１年） 

 下記内容の基礎の研修を実施した。 

【基礎の研修内容】  

〇トマト等施設栽培研修  〇生産物販売研修 〇家族経営農業実践研修 

〇大規模農園 ○ハウス設備等の操作方法 〇勉強会 

     〇圃場巡回 〇定例会 

 

②経営者育成研修コース（１年から２年） 

    下記内容の基礎及び応用研修を実施した。 

【基礎の研修内容】 

    上記基礎研修コースの基礎の研修と同じ内容を実施した。 

【応用の研修内容】（１年から２年） 

〇研修農場管理  〇大規模農園 〇勉強会 〇圃場巡回 〇定例会 

 

※生産物販売研修 実績： １９，９２８，６８１円（税込） 
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※勉強会・圃場巡回・定例会 

    基礎研修・経営者育成研修にて下記の通り勉強会・圃場巡回・定例会を実施した。 

    ・勉強会 ：３５回    

・圃場巡回：４２回   

・定例会 ：４６回 

 

※実践的 e-ラーニングの開発 

    栽培技術・農業経営手法等が学べる e-ラーニグプログラムを開発するため、豊橋技

術科学大学と共同研究を行った。 

 

   ※豊橋技術科学大学が開講している「ＩＴ食農先導士養成プログラム」の教室講義 

   は希望者がいなかったため、受講はしていない。 

 

（４）栽培品目 

   下記の通り大玉トマト、パプリカ、葉ネギ、切り花を栽培した。 

   ・大玉トマト ・・・７月上旬収獲終了、８月上旬・中旬定植 

   ・パプリカ  ・・・６月下旬収獲及び栽培終了 

   ・葉ネギ   ・・・５月播種、７月から収穫開始（周年栽培） 

   ・切り花（キク）・・・提携農場 イノチオ農芸(株)にて周年栽培 

 

（５）研修助成金の支給 

   下記コース該当者に、それぞれ助成金額を支給した。 

   ・基礎研修コース   ：月額１２万円×６名（平成３０年４月～平成３１年３月） 

   ・経営者育成研修コース：月額１５万円×２名（平成３０年１２月～平成３１年３月） 

     合計 ７，４０２，８５８円（※日割計算、時短研修による助成金減額あり） 

 

（６）設備投資 

   ①農産物出荷に関する設備一式を購入した。 

    完成日：平成３０年４月２４日（火） 

    設備一式：４，２７６，８００円（税込） 

    栽培品目：葉ネギ 

 

  ②早期に成り立つ独立就農を支援するため、ＡＩで潅水施肥を管理できる土耕液栽培 

   設備を導入した。    

完成日：平成３０年１１月９日（金） 

設備一式：３，１８６，０００円（税込） 

栽培品目：大玉トマト 
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Ⅲ 法人事業 

 

１．理事会の開催 

 （１）理事会（決議の省略） 

   日時：平成３０年６月９日（土） 

主要議案：平成２９年度に係る計算書類・事業報告の承認、 

謝金規程の承認 

 

（２）理事会 

   日時：平成３１年３月１６日（土） 

主要議案：平成３１年度事業計画及び収支予算の承認 

 

２．評議員会の開催 

 （１）定時評議員会 

   日時：平成３０年６月２３日（土） 

主要議案：平成２９年度に係る計算書類・事業報告の承認 

 

３．農業次世代人材投資事業の申請 

  農業次世代人材投資資金（準備型）研修機関（愛知県）の認定申請を行い、交付対象の

研修先として認定された。 

  研修機関等認定期間：平成３０年７月１日（日）～令和３年３月３１日（水） 

 

４．情報公開 

  ホームページ等を通して当財団の活動内容および実績並びに研修に関する情報の公開を

行い、当財団の認知と事業内容の周知に努めた。 

  ・ブログ更新：１７回 

  ・アクセス数延べ：３，０３１件（平成３０年４月～平成３１年３月） 


